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順位 発 言 者 質 疑 事 項 質   疑   の   要   旨 質疑の相手 
長から委任を

受けた説明者 

１ 岩元 克頼議員 １ 施政方針及び議案

第９号 平成 28 年度

伊佐市一般会計予算

について 

施策方針に係る次の事項と関連する予算の内容について、それぞれ答

弁されたい。 

（１）人口 

 ア．交流人口増から定住人口を増やす取組をするとしているが、交流

人口の増加を定住人口に繋げる具体的な施策・事業は何か。予算面

ではどれを指しているか。 

 イ．７か所の伊佐ふるさと会会員との連携を深めることにより企業情

報の収集や伊佐市へのＵターン情報等の提供をしていくことについ

て。 

 （ア）全国の７か所のふるさと会と会員数。 

 （イ）ふるさと会からの企業情報提供の実態。 

 （ウ）Ｕターン情報提供の実態と反応。 

 （エ）昨年の国勢調査結果が本市財政に与えた影響。 

 

（２）教育 

 ア．学力向上対策 

 （ア）学力の水準は何によって左右されるか。 

 （イ）本市学力向上対策に係る予算。 

 （ウ）予算面以外で必要なこと。 

 イ．幼・保・小・中・高連携を図り、児童・生徒の自己実現や進路実

現を図るとしているが、これは何を指しているか。 

 ウ．将来の地域における小学校の在り方検討に着手する必要があると

しているが、検討の必要性は何か。また、その際の視点として重要

なことは何か。 

 エ．学校施設について、伊佐市公共施設等管理計画に基づき、文部科

学省が示す方針を参考に「施設ごとの長寿命化計画」の策定に取組

む。社会教育・体育施設についても選択した維持管理に努める。と

しているが、現時点で想定し得る施設は何か。本年度予算措置され

ているものは何か。 
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教育委員長 
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順位 発 言 者 質 疑 事 項 質   疑   の   要   旨 質疑の相手 
長から委任を

受けた説明者 

   （３）産業 

 ア．畜産 

 （ア）畜産について、優良種雌牛保留導入事業ほか各種事業を取り入

れながら、出荷頭数の保持に努めるとしているが、それぞれの事業、

予算及び出荷頭保持目標。 

 （イ）畜産に係る未活用牛舎を調査に 60 万円となっているが、具体的

な事業内容。 

 （ウ）伊佐市から出た優良な子牛が最終的に牛肉になっていく際の追

跡調査結果があれば示されたい。 

 （エ）伊佐牛としてのブランドの確立に対する見解。 

 （オ）当面の目標はどのようなものか。（飼養頭数・生産額） 

 イ．園芸振興 

 （ア）重点野菜作付拡大について現状と目標。 

 （イ）本年度の予算の内容。 

 ウ．企業活動支援・誘致・商工業振興について内容と予算 

 （ア）本市所在企業に対する防災対策。 

 （イ）企業誘致活動に関する予算と今後の見通し、誘致のためのイン

フラの状況。 

 （ウ）商工会と連携した経営安定・体質強化。 

 

（４）健康（幸） 

 ア．市民が健康（幸）づくりに積極的に参加するためのインセンティ

ブに関する見解。 

 

（５）山野西文化会館使用料の歳入が 1,000 円となっているが、平成 27

年度の利用状況と本年度の事業計画。 
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教育委員長 
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順位 発 言 者 質 疑 事 項 質   疑   の   要   旨 質疑の相手 
長から委任を

受けた説明者 

２ 今村 謙作議員 １ 施政方針について （１）キーワードの「人口」、「教育」、「産業」、「健康（幸）」、「安心」の

５つの柱について 

市   長  
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順位 発 言 者 質 疑 事 項 質   疑   の   要   旨 質疑の相手 
長から委任を

受けた説明者 

３ 柿木原榮一議員 １ 議案第 37号 伊佐 

 市総合振興計画後期

基本計画の策定につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 議案第９号 平成

28 年度伊佐市一般会

計予算について 

（１）施策Ｎｏ．９ 雇用対策の促進 

ア．進出企業を６社目標値として設定してあるが、新たな雇用の場と

して、どのような業種の企業誘致、起業を考えているか。 

イ．「創業支援事業計画」の策定の時期、内容について。 

ウ．生産年齢人口は今後５年間で約 1,500人減少と分析されているが、

企業にとって魅力ある付加価値の高い労働力をどうやって確保でき

るのか。 

 

（２）施策Ｎｏ．11 暮らしやすい住環境づくり 

ア．農業集落排水施設について、機能診断、最適整備構想に基づき、

機能強化事業に取り組んでいく必要があるとあるが、どのような事

業か。使用料の関連はどうなるか。 

 

（３）施策Ｎｏ．26 歴史・伝統文化の継承と活用 

 ア．この施策の目的は、文化財を保存活用し、次世代に伝えることと

なっている。個人財産の地上に立つ、国指定重要文化財の祁答院住

宅は、建造物の老朽化が進んでいる。今後の保存と活用をどう考え

ているか。 

 イ．伊佐市過疎地域自立促進計画で、文化財保護事業として祁答院住

宅保全があげられているが、この計画との関連は。 

 

 

（１）小水流団地の建て替えについて。 

ア．概要及び規模について詳細に説明されたい。（工程、地質検査、外

壁工事、用水路等） 

イ．家賃はどのようになるか。 

   

市   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市   長 

 

 


